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１. 平成20年３月期第３四半期の連結業績（平成19年４月１日 ～ 平成19年12月31日）

(1)　連結経営成績 （％表示は対前年同四半期増減率）

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

円 銭 円 銭 

(2)　連結財政状態

百万円 百万円 ％ 円 銭

(3)　連結キャッシュ・フローの状況

百万円 百万円 百万円 百万円

20年３月期第３四半期

19年３月期第３四半期

１株当たり四半期
( 当 期 ) 純 利 益

19年３月期第３四半期

19 年 ３ 月 期

20年３月期第３四半期

四 半 期 ( 当 期 )
純 利 益

20年３月期第３四半期

19年３月期第３四半期 941,268 1.6 118,129 91,778 △6.1

経 常 利 益

49,677

20年３月期第３四半期

121,909

135,341

― 

666,174

― 

― 

19 年 ３ 月 期

53,23019年３月期第３四半期 △ 41,063

19 年 ３ 月 期 188,618 △ 54,690△ 131,776

118,182

25.6

26,129.31

純 資 産

2,401,667 637,849 25.3

630,345

26.52,397,151

△1.2

28,415.07

5.0

― 

1.5

― 

52,175

56,791

3.2 98,005 6.8

24,849.58

― ― 

自 己 資 本 比 率 １株当たり純資産

104,154

19 年 ３ 月 期

総 資 産

問 合 せ 先 責 任 者

潜 在 株 式 調 整 後
１株当たり四半期
( 当 期 ) 純 利 益

955,718

1,262,935

△5.7

売 上 高 営 業 利 益

上 場 会 社 名

コ ー ド 番 号 9021

代 表 者

キャッシュ・フロー キャッシュ・フロー

34,340130,808 △ 112,384 △ 41,668

現金及び現金同等物
期 　末　 残　 高

303,906.52

300,532.002,348,129

財 務 活 動 に よ る
キャッシュ・フロー

営 業 活 動 に よ る 投 資 活 動 に よ る

平成 20年１月 31日

57,584

△  79,322

320,377.04
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２. 平成20年３月期の連結業績予想（平成19年４月１日～平成20年３月31日）【参考】

（％表示は、対前期増減率）

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

３. その他

(1)　期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）　：　無

　 　[（注）詳細は、６ページの【定性的情報・財務諸表等】４．その他をご覧下さい。]

売 上 高

54,500 △4.0

営 業 利 益

(2)　会計処理の方法における簡便な方法の採用の有無　　　　　　　　　　　　　　：　無

(3)　最近連結会計年度からの会計処理の方法の変更の有無　　　　　　　　　　　　：　有

※　業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
　本資料における上記の予想を含む見通しの記述は、発表日現在に入手可能な情報に基づき作成したものであり、実際の
業績・結果は予想数値あるいは見通しと異なる場合があります。なお、通期業績予想を修正しております。業績予想に関
する事項については、５ページをご覧下さい。

136,200 0.6 106,000 1.8通　　　期 2.11,289,000 27,345.23

１ 株 当 た り
当 期 純 利 益

経 常 利 益 当 期 純 利 益
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平成 17 年４月 25 日、当社は、106 名のお客様の尊い生命を奪い、500 名を超える方々を負傷さ

せるという、極めて重大な事故を惹き起こしました。改めましてお亡くなりになられた方々の  

ご冥福をお祈り申し上げますとともに、ご遺族の皆様には衷心よりお詫び申し上げます。また、お

怪我をされた皆様にも深くお詫び申し上げますとともに、一日も早いご快癒を祈念いたします。あ

わせまして、沿線住民の皆様、その他事故に関して多大なるご心労、ご迷惑をおかけいたしました

皆様方に、心からお詫び申し上げます。 

当社としては、今後ともご被害者の皆様に精一杯対応していくとともに、更なる安全対策の充実、

企業風土の変革に取り組んでいく決意であります。そして、この事故を決して忘れることなく、お

客様のかけがえのない尊い命をお預かりしている責任を強く自覚し、安全第一を積み重ね、お客様

から安心、信頼していただける鉄道を築き上げることに全力をあげて取り組んでまいります。 

 

１．連結経営成績に関する定性的情報 

 

当第３四半期の概況 

平成 19 年度第３四半期の連結経営成績は、次のとおりです。 

売上高 ９,５５７億円

営業利益 １,２１９億円

経常利益 ９８０億円

四半期純利益 ５２１億円

 

これをセグメント別に示すと次のとおりとなります。 

 

(1) 運輸業 

鉄道事業においては、安全を最優先する企業風土の構築に向け、「安全性向上計画」

に掲げた諸施策に集中的に取り組んできました。具体的には、役員等と現場社員が直

接意見交換する場である「安全ミーティング」を引き続き開催し、安全最優先の意識

の醸成に努めるとともに、現場から報告のあった「事故の芽」等の分析を進めたほか、

「事故の芽」の名称については、報告する文化を創る観点から、「安全報告」に改称

しました。このほか、「安全推進有識者会議」のご意見や昨年に実施した社員意識調

査の結果を踏まえ、「新たな安全に関する基本計画」の策定に向けた取り組みを着実

に進めてまいりました。また設備面では、ＡＴＳの拡充をはじめ、触車事故防止のた

めの列車接近警報装置等の整備、踏切設備の保安度向上、高架橋柱の耐震補強工事等

に取り組みました。さらに、事故の重大性を将来にわたって重く受け止め、事故の教

訓を学ぶため昨年４月に設置した「鉄道安全考動館」を活用して安全教育を強化する

とともに、会話の中で発生するミスを防止する手法として「確認会話」を導入しまし

た。このほか、工事に起因する輸送障害を防止するために委員会を設置して包括的な

対策を策定するなど、事故防止対策を着実に進めてまいりました。 

輸送面については、山陽新幹線において、新型車両Ｎ 700 系の投入をはじめとする

ダイヤ改正を昨年７月に実施し「のぞみ」を増発したほか、平成 18 年３月のダイヤ改

正で増発した博多、広島から東京へ直通運転する「のぞみ」のご利用が順調に推移し

ていることを受け、臨時列車を増発するなど、快適性の向上及びさらなる利便性の向

上に努めました。 

営業面については、Ｎ 700 系の快適性や運転本数拡大、「エクスプレス予約」の利

【定性的情報・財務諸表等】 
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便性や価格優位性について、区間毎に訴求ポイントを明確にしたうえで積極的な情報

発信を行い、利用促進を図りました。また、京都において、鉄道を最大限に活用した

アクセスルートの告知や「駅から散策マップ」の整備に取り組んだほか、鉄道そのも

のの魅力を訴求する「ＴＲＡＩＮ＋（トレインプラス）」、並びに地域や旅行会社、

ＪＲ他社と連携した「ＪＡＰＡＮＥＳＥ ＢＥＡＵＴＹ ＨＯＫＵＲＩＫＵ」キャン

ペーンを展開し、観光需要の創出に取り組みました。 

お客様に対するサービス面については、昨年９月に岡山・広島地区に導入した「Ｉ

ＣＯＣＡ（イコカ）」の利便性のＰＲの継続、一部の特急列車における女性専用席の

設置のほか、エレベーター、エスカレーター等のバリアフリー設備の整備など、ご利

用いただきやすい鉄道づくりに取り組みました。また、緊急事態に備えた駅ホームや

列車内、踏切の非常ボタンの周知を図りました。 

地球環境問題については、環境管理システムの定着化を図るとともに、「地球環境

にやさしい鉄道」をアピールするなど情報発信に取り組みました。 

バス事業については、高速バス分野での競争激化が続くなか、神戸・白浜間の運行

を開始したほか、既存路線のダイヤ改正を実施するなど、お客様の多様なニーズに合

わせたサービスの提供に努めました。 

この結果、運輸業の営業収益は前年同期比 1.6％増の 6,588億円、営業利益は同 3.6％

増の 942 億円となりました。 

 

(2) 流通業 

岡山駅に「サンフェスタ岡山」を開業したほか、セルフ販売型のニューキヨスク店

舗等の新規出店を進めるなど、駅の魅力向上に向けた取り組みを引き続き推進しまし

た。また、「ジェイアール京都伊勢丹」では、京都駅ビル開業 10 周年に合わせ、メン

ズフロアのリニューアルや独自性の高い商品の充実を図るなど、収益の拡大に向けて

取り組みました。 

この結果、流通業の営業収益は前年同期比 2.6％増の 1,909億円、営業利益は同 8.1％

減の 44 億円となりました。 

 

(3) 不動産業 

京都駅に大型家電量販店を誘致した「ＪＲ京都駅ＮＫビル」、金沢駅に「金沢駅西

口ビル」、福山駅に「サンステーションテラス福山」を開業するなど、駅構内及び周

辺用地の開発を推進しました。さらに、社宅跡地等におけるマンション分譲を引き続

き積極的に展開し、保有資産の有効活用を進めました。また大阪駅開発プロジェクト

については、計画の着実な推進に努めました。 

なお、広島、山口県下でショッピングセンターを運営する連結子会社２社について

は、環境変化に迅速かつ的確に対応していくため、昨年４月に合併・統合しました。 

この結果、不動産業の営業収益は前年同期比 12.4％増の 631 億円、営業利益は同

13.5％増の 185 億円となりました。 

 

(4) その他事業 

旅行業については、昨年度稼動した「新国内系システム」を活用した営業活動を展

開しました。また、ホテル業については、客室や料飲施設のリニューアル、各種イベ

ントの実施などの販売促進に取り組みました。「ＩＣＯＣＡ電子マネー」については、

ご利用いただける店舗を市中に拡大するとともに、岡山・広島地区においてもサービ

スを開始しました。 
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この結果、その他事業全体の営業収益は前年同期比 1.3％増の 1,972 億円、営業利

益は同 17.9％減の 42 億円となりました。 

 

２．連結財政状態に関する定性的情報 

 

(1) 営業活動によるキャッシュ・フロー 

税金等調整前四半期純利益が増加したことなどから、営業活動によって得た資金は

前年同期に比べ 126 億円多い 1,308 億円となりました。 

 

(2) 投資活動によるキャッシュ・フロー 

設備投資にかかる支出が増加したことなどから、投資活動によって支出した資金は

前年同期に比べ 330 億円多い 1,123 億円となりました。 

 

(3) 財務活動によるキャッシュ・フロー 

長期債務を返済したことや、自己株式の取得を行ったことなどから、財務活動によ

って支出した資金は前年同期に比べ６億円多い 416 億円となりました。 

 

以上の結果、現金及び現金同等物の当第３四半期末残高は、前期末に比べ 232 億円

減の 343 億円となりました。 

 

３．連結業績予想に関する定性的情報 

 

当社グループは、基幹事業である鉄道事業を中心とし、グループを挙げて「安全を

最優先する企業風土」の構築に取り組み、皆様からの信頼を早期に回復するとともに、

企業グループとしての持続的な発展を目指してまいります。 

今後も、鉄道事業については、引き続き安全性向上のための施策を確実に実施する

とともに、安心、信頼される質の高い輸送サービスの提供に努めてまいります。 

流通業、不動産業については、駅構内及び周辺用地での事業拡充を図ってまいります。 

 

現時点での平成 20 年３月期の業績見通しは、当第３四半期に連結子会社において、

未引換の旅行券に対する引当金を特別損失に計上したことから、平成 19 年 10 月 30 日

発表の予想から当期純利益を 13 億円（2.3％）下方修正しております。 

単体の業績予想については、平成 19 年 10 月 30 日発表の業績予想値から変更してお

りません。 

なお、当社は現在退職制度の見直しを検討しております。今後の状況によっては特

別損失が発生し、連結、単体ともに業績見通しが変動する可能性があります。 

 

売 上 高 １２,８９０億円 （前期比 ２．１％増）  

営 業 利 益 １,３６２億円 （前期比 ０．６％増）  

経 常 利 益 １,０６０億円 （前期比 １．８％増）  

当 期 純 利 益 ５４５億円 （前期比 ４．０％減）  

 

（注）上記の業績見通しは、現時点で合理的であると思われる一定の前提に基づいて

おり、変動する可能性があります。 
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４．その他 

 

(1) 期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） 

該当事項はありません。 

 

(2) 会計処理の方法における簡便な方法の採用 

該当事項はありません。 

 

(3) 最近連結会計年度からの会計処理の方法の変更 

（棚卸資産の評価に関する会計基準の適用） 

「棚卸資産の評価に関する会計基準」（企業会計基準第９号  平成 18 年７月５日）

が平成 20 年３月 31 日以前に開始する連結会計年度に係る連結財務諸表から適用でき

ることになったことに伴い、当連結会計年度から同会計基準を適用しております。 

これによる四半期連結財務諸表への影響は軽微であります。 

 

（有形固定資産の減価償却方法の変更） 

平成 19 年度の法人税法改正に伴い、当連結会計年度より、平成 19 年４月 1 日以降

取得した有形固定資産については主として「新定率法」を採用しております。あわせ

て、当連結会計年度より、平成 19 年３月 31 日以前に取得した有形固定資産のうち償

却可能額までの償却が終了しているものについては、残存簿価を５年間で均等償却し

ております。これらにより、営業費に含まれる減価償却費は 6,557 百万円増加し、営

業利益、経常利益及び税金等調整前四半期純利益はそれぞれ同額減少しております。 

また、減価償却費の増加額のうち既存資産の残存簿価の５年間均等償却額は 5,408

百万円です。 

 

 



西日本旅客鉄道株式会社(9021)平成20年３月期第３四半期財務・業績の概況

（単位：百万円）

(平成19年３月31日現在) (平成19年12月31日現在)

I △ ２４，６３１

1. △ ２３，２４４

2. △ １２，１０９

3. △ ６，６３０

4.  １７，３５３

Ⅱ  ２０，１３０

A.  ８，２９３

B.  １１，８３７

1. 投 資 有 価 証 券 △ ２，７０２

2. 繰 延 税 金 資 産  １４，７４３

3. そ の 他 △ ２０３

Ⅲ △ １５

△ ４，５１５

（単位：百万円）

(平成19年３月31日現在) (平成19年12月31日現在)

I △ ６，６１０

1.  ３７，１９９

2. △ ６９，１１８

3.  ２５，３０８

Ⅱ △ ２６，２２９

1. △ ５８，６１７

2.  ２６，７８３

3.  ５，６０３

△ ３２，８４０

Ⅰ  ３０，１５８

1.  －

2.  －

3.  ４０，１７５

4. △ ３２７ △ １０，３４３ △ １０，０１６ △ ３２７

Ⅱ △ ２，８３２

1. △ ２，５０５

2. △ ３２６

Ⅲ  ９９８

 ２８，３２４

△ ４，５１５

(注)　記載金額は、百万円未満を切り捨てて表示しております。

負 債 純 資 産 合 計

５．連結財務諸表

（１）連結貸借対照表

繰 延 ヘ ッ ジ 損 益

少 数 株 主 持 分

純 資 産 合 計

利 益 剰 余 金

自 己 株 式

評 価 ・ 換 算 差 額 等

そ の 他 有 価 証 券 評 価 差 額 金

( 純 資 産 の 部 )

株 主 資 本

資 本 金

資 本 剰 余 金

そ の 他 の 固 定 負 債

負 債 合 計

退 職 給 付 引 当 金

社 債 ・ 長 期 借 入 金 等

そ の 他 の 流 動 負 債

固 定 負 債

1 年 以 内 に 返 済 す る 長 期 借 入 金等

未 払 金

科　　　　　目

( 負 債 の 部 )

流 動 負 債

投 資 そ の 他 の 資 産

繰 延 資 産

資 産 合 計

固 定 資 産

有 形 固 定 資 産 等

繰 延 税 金 資 産

そ の 他 の 流 動 資 産

未 収 金

科　　　　　目

( 資 産 の 部 )

流 動 資 産

現 金 及 び 預 金

６３０，３４５

２，３４８，１２９

４３６，５４４

９，５８０

９，３５９

２２１

５９１，２１７

１００，０００

５５，０００

２９，５４７

９００，７７４

２１６，８５７

１１７，５５２

１，７１７，７８４

２，４０１，６６７

２１０，９６９

５３，４６０

４２，５１２

１０，３９２

１０４，６０４

２，１３７，０７５

１，９５５，４２６

１８１，６４９

６５，０３５

８，８６４

３４８

３０，３０５

６３７，８４９

１００，０００

５５，０００

４４３，６５８

９，２１２

２１９，６９３

１１４，４８４

１，７６３，８１７

５９８，３３１

１２４，５６７

３１８，２７５

１，２３５，０６０

９００，８８１

２，４０１，６６７

５２８，７５７

８５，９１４

前 連 結 会 計 年 度 末

２，３９７，１５１

１８，６７９

９８，０００

２，１７５，４８４

１，９９５，３４４

１８０，１３９

６４，８４７

９２，６９８

２２，５９２

８２

６，３５８

２１

３１，３０４

６６６，１７４

１００，０００

５５，０００

４８３，８３３

６，３８０

２４６，４７７

１２０，０８８

１，７３０，９７７

６２８，４８９

前第３四半期連結会計期間末

３４３，５８３

１，２０８，８３０

８４２，２６４

(平成18年12月31日現在)

３３１，７４５

１，２３５，１８４

４８２，５９９

９４，５３１

５６，３２２

５２２，１４６

１２３，１１４

５５，４４８

当第３四半期連結会計期間末

３９，４９６

１９１，９７６

６２，１４５

１２，０４８

５７，８１４

２，３４８，１２９

前第３四半期連結会計期間末

５１，６０５

増　　　減
(平成18年12月31日現在)

当第３四半期連結会計期間末前 連 結 会 計 年 度 末

２０１，４６９

３４，５７０

２２６，１００

１１５，３５４

２，１９５，６１４

２，００３，６３８

９５，０８７

２１，５２６

８４

増　　　減

１０７，４４１

２２，３８９

６７

２，３９７，１５１

７



西日本旅客鉄道株式会社(9021)平成20年３月期第３四半期財務・業績の概況

（２）連結損益計算書
（単位：百万円）

Ⅰ  １４，４４９

Ⅱ  １０，６６９
 

 １１８，１２９  １２１，９０９  ３，７８０  １３５，３４１

 

Ⅲ  ２，５４９  ３，２０４  ６５５  ７，１１７

 

Ⅳ  ２８，９００  ２７，１０９ △ １，７９１  ３８，３０４

 ９１，７７８  ９８，００５  ６，２２７  １０４，１５４

Ⅴ  １８，０７１  １４，９７２ △ ３，０９８  ４７，３２８

 

Ⅵ  ２３，０３７  ２３，７４３  ７０５  ５０，６１０

 

 ８６，８１１  ８９，２３５  ２，４２３  １００，８７２

 ３５，３２６  ３５，８６７  ５４０  ４１，５０４

 １，８０７  １，１９２ △ ６１５  ２，５７６

 ４９，６７７  ５２，１７５  ２，４９８  ５６，７９１

(注)　記載金額は、百万円未満を切り捨てて表示しております。

少 数 株 主 利 益

四 半 期 （ 当 期 ） 純 利 益

税金等調整前四半期(当期)純利益

法 人 税 等

営 業 外 費 用

特 別 利 益

営 業 収 益

営 業 費

９５５，７１８

８３３，８０８

９４１，２６８

８２３，１３９

１，２６２，９３５

１，１２７，５９３

平成18年12月31日まで 平成19年３月31日まで

増　　　減科　　　　　目

当第３四半期連結会計期間前第３四半期連結会計期間 前 連 結 会 計 年 度

平成19年４月１日から平成18年４月１日から 平成18年４月１日から
平成19年12月31日まで

営 業 利 益

経 常 利 益

営 業 外 収 益

特 別 損 失

８



西日本旅客鉄道株式会社 (9021) 平成20年３月期 第３四半期財務･業績の概況

（３）連結株主資本等変動計算書 

前第３四半期連結会計期間（平成18年４月１日から平成18年12月31日まで） （単位：百万円）

100,000 55,000 398,910 △327 553,583 10,670 - 10,670 27,769 592,023

- - △12,000 - △12,000 △12,000

- - 49,677 - 49,677 49,677

- - △43 - △43 △43

△1,311 221 △1,090 1,778 687

- - 37,634 - 37,634 △1,311 221 △1,090 1,778 38,321

100,000 55,000 436,544 △327 591,217 9,359 221 9,580 29,547 630,345

当第３四半期連結会計期間（平成19年４月１日から平成19年12月31日まで） （単位：百万円）

100,000 55,000 443,658 △327 598,331 8,864 348 9,212 30,305 637,849

- - △12,000 - △12,000 △12,000

- - 52,175 - 52,175 52,175

- - - △16 △16 △16

- - - △9,999 △9,999 △9,999

△2,505 △326 △2,832 998 △1,834

- - 40,175 △10,016 30,158 △2,505 △326 △2,832 998 28,324

100,000 55,000 483,833 △10,343 628,489 6,358 21 6,380 31,304 666,174

前連結会計年度（平成18年４月１日から平成19年３月31日まで） （単位：百万円）

100,000 55,000 398,910 △327 553,583 10,670 - 10,670 27,769 592,023

- - △12,000 - △12,000 △12,000

- - 56,791 - 56,791 56,791

- - △43 - △43 △43

△1,806 348 △1,458 2,536 1,078

- - 44,748 - 44,748 △1,806 348 △1,458 2,536 45,826

100,000 55,000 443,658 △327 598,331 8,864 348 9,212 30,305 637,849

(注)　記載金額は、百万円未満を切り捨てて表示しております。

純資産
合　計資本金

資  本
剰余金

利  益
剰余金

自 己
株 式

株 主
資 本
合 計

株　　　主　　　資　　　本

その他
有　価
証　券
評　価
差額金

評価・換算差額等

少 数
株 主
持 分

繰 延
ヘッジ
損 益

評  価
・

換  算
差額等
合  計

剰 余 金 の 配 当

四 半 期 純 利 益

第３四半期連結会計期間中の
変 動 額

株 主 資 本 以 外 の 項 目 の
第３四半期中の変動額(純額)

平 成 19 年 ３ 月 31 日 残 高

第３四半期連結会計期間中の
変 動 額 合 計

平 成 19 年 12 月 31 日 残 高

持分法適用関連会社に対する
持分割合変動による差額

自 己 株 式 の 取 得

株　　　主　　　資　　　本 評価・換算差額等

少 数
株 主
持 分

純資産
合　計資本金

資  本
剰余金

利  益
剰余金

自 己
株 式

株 主
資 本
合 計

その他
有　価
証　券
評　価
差額金

繰 延
ヘッジ
損 益

評  価
・

換  算
差額等
合  計

平 成 18 年 ３ 月 31 日 残 高

第３四半期連結会計期間中の
変 動 額

剰 余 金 の 配 当

四 半 期 純 利 益

株 主 資 本 以 外 の 項 目 の
第３四半期中の変動額(純額)

第３四半期連結会計期間中の
変 動 額 合 計

連結子会社の合併に伴う
減 少 高

平 成 18 年 12 月 31 日 残 高

株　　　主　　　資　　　本 評価・換算差額等

少 数
株 主
持 分

純資産
合　計資本金

資  本
剰余金

利  益
剰余金

自 己
株 式

株 主
資 本
合 計

その他
有　価
証　券
評　価
差額金

繰 延
ヘッジ
損 益

評  価
・

換  算
差額等
合  計

平 成 18 年 ３ 月 31 日 残 高

剰 余 金 の 配 当

当 期 純 利 益

連 結 会 計 年 度 中 の
変 動 額

株主資本以外の項目の連結
会計年度中の変動額(純額)

連 結 会 計 年 度 中 の
変 動 額 合 計

平 成 19 年 ３ 月 31 日 残 高

連結子会社の合併に伴う
減 少 高

９



西日本旅客鉄道株式会社(9021)平成20年３月期第３四半期財務・業績の概況

（４）連結キャッシュ・フロー計算書
（単位：百万円）

増　　　減

Ⅰ　  １１８，１８２  １３０，８０８  １２，６２６  １８８，６１８

1.
税 金 等 調 整 前
四 半 期 （ 当 期 ） 純 利 益

 ８６，８１１  ８９，２３５  ２，４２３  １００，８７２

2. 減 価 償 却 費  ８３，１６６  ９３，３２４  １０，１５８  １１２，８２７

3. 退 職 給 付 引 当 金 の 増 減 額  １５，１８０  ２６，７８３  １１，６０３  １８，０１６

4. 法 人 税 等 支 払 額 △ ５５，２２６ △ ４１，１５０  １４，０７６ △ ５２，８６５

5. そ の 他 △ １１，７４８ △ ３７，３８４ △ ２５，６３５  ９，７６８

Ⅱ　 △ ７９，３２２ △ １１２，３８４ △ ３３，０６２ △ １３１，７７６

1. 固定資産の取得による支出 △ １０８，１９７ △ １４５，４０２ △ ３７，２０５ △ １７５，０２４

2. 工 事 負 担 金 等 受 入 額  ３０，４８４  ３３，０００  ２，５１５  ４１，８５８

3. そ の 他 △ １，６１０  １７  １，６２７  １，３８９

Ⅲ　 △ ４１，０６３ △ ４１，６６８ △ ６０５ △ ５４，６９０

1. 長 期 債 務 の 増 減 額 △ ２９，６３９ △ ２１，４１８  ８，２２１ △ ３８，１４８

2. 配 当 金 の 支 払 額 △ １１，７８３ △ １１，８１０ △ ２６ △ １２，１１４

3. そ の 他  ３５８ △ ８，４４０ △ ８，７９９ △ ４，４２７

Ⅳ △ ２，２０３ △ ２３，２４４ △ ２１，０４０  ２，１５１

Ⅴ  ５５，４３３  ５７，５８４  ２，１５１  ５５，４３３

Ⅵ  ５３，２３０  ３４，３４０ △ １８，８８９  ５７，５８４

(注)　記載金額は、百万円未満を切り捨てて表示しております。

現 金 及 び 現 金 同 等 物 の
四 半 期 末 （ 期 末 ） 残 高

当第３四半期連結会計期間前第３四半期連結会計期間

平成18年12月31日まで

項　　　　　目
平成19年４月１日から平成18年４月１日から

前 連 結 会 計 年 度

営業活動によるキャッシュ･フロー

投資活動によるキャッシュ･フロー

財務活動によるキャッシュ･フロー

現 金 及 び 現 金 同 等 物 の 増 減

現金及び現金同等物の期首残高

平成19年12月31日まで
平成18年４月１日から
平成19年３月31日まで

１０



 １１ 

西日本旅客鉄道株式会社(9021)平成 20 年３月期第３四半期財務・業績の概況    

 
 
（５）セグメント情報  
 

事業の種類別セグメント情報 

前第３四半期連結会計期間（平成18年４月１日～平成18年12月31日）                  （単位：百万円） 

 
運 輸 業 流 通 業 不動産業 その他事業 計 

消去又は 

全  社 
連  結 

売    上    高 

(1) 外部顧客に対する売上高 636,015 156,562 46,329 102,361 941,268 － 941,268

(2) セグメント間の内部売上高 

又 は 振 替 高 12,325 29,580 9,833 92,339 144,078 (144,078) －

計 648,340 186,142 56,162 194,701 1,085,347 (144,078) 941,268

営   業   費   用 557,348 181,286 39,812 189,469 967,917 (144,777) 823,139

営   業   利   益 90,991 4,856 16,350 5,231 117,429 699 118,129

 

当第３四半期連結会計期間（平成19年４月１日～平成19年12月31日）                      （単位：百万円） 

 
運 輸 業 流 通 業 不動産業 その他事業 計 

消去又は 

全  社 
連  結 

売    上    高 

(1) 外部顧客に対する売上高 646,460 159,417 52,850 96,989 955,718 － 955,718

(2) セグメント間の内部売上高 

又 は 振 替 高 12,388 31,534 10,257 100,285 154,465 (154,465) －

計 658,848 190,952 63,108 197,275 1,110,184 (154,465) 955,718

営   業   費   用 564,607 186,487 44,557 192,980 988,633 (154,824) 833,808

営   業   利   益 94,241 4,464 18,551 4,294 121,551 358 121,909

 

前連結会計年度（平成 18 年４月１日～平成 19 年３月 31 日）                     （単位：百万円） 

 
運 輸 業 流 通 業 不動産業 その他事業 計 

消去又は 

全  社 
連  結 

売    上    高 

(1) 外部顧客に対する売上高 848,586 208,185 62,725 143,438 1,262,935 － 1,262,935

(2) セグメント間の内部売上高 

又 は 振 替 高 16,391 43,993 13,308 156,884 230,578 (230,578) －

計 864,978 252,178 76,033 300,323 1,493,514 (230,578) 1,262,935

営   業   費   用 767,703 247,125 54,814 287,814 1,357,457 (229,863) 1,127,593

営   業   利   益 97,274 5,053 21,219 12,508 136,056 (715) 135,341

  

 （注）記載金額は、百万円未満を切り捨てて表示しております。 
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平成 20 年１月 31 日 

西日本旅客鉄道株式会社 
 

連結決算 

１. 連結損益計算書 

                          
・営業収益は、４期連続増収。当社、子会社ともに増収。 
・営業利益、経常利益は２期ぶりの増益、四半期純利益は３期ぶりの増益（増収増益）。 
・連結子会社数 66社、持分法適用会社 ４社。 

 

(1) 営業収益    9,557 億円 （対前年 ＋144億円 101.5％） [４期連続の増収] 

・当社は、運輸収入の増等により111億円の増収。 

・子会社は、不動産販売賃貸業、百貨店業等の増収により32億円の増収｡ 

(2) 営業費用    8,338 億円 （対前年 ＋106億円 101.3％） 

・当社は、人件費の減などがあったものの、物件費の増や減価償却制度変更等による減価償却費の増

により74億円の増加。 

・子会社は、売上原価等の増により32億円の増加。 

(3) 営業利益    1,219 億円 （対前年 ＋ 37億円  103.2％） [２期ぶりの増益] 

・当社は、運輸収入の増等により37億円の増益。 

・子会社は、ほぼ前年並み。 

(4) 営業外損益   △ 239億円 （対前年 ＋ 24億円  90.7％） 

・当社、子会社ともに支払利息の減等により改善。 

(5) 経常利益      980 億円 （対前年 ＋ 62億円 106.8％） [２期ぶりの増益] 

(6) 特別損益    △ 87億円 （対前年 △ 38億円） 

・当社は、環境安全対策引当金を計上したことなどにより８億円の悪化。 

・子会社は、未引換の旅行券に対する引当金を計上したことなどにより29億円の悪化。 

(7) 四半期純利益  521億円 （対前年 ＋ 24億円 105.0％） [３期ぶりの増益] 

 

 

 

（単位：億円、％）

＜1.45＞ ＜1.45＞ 　　当　社　運輸収入の増

 9,412  9,557  144 101.5 　　子会社　不動産販売賃貸業、百貨店業増
 

    当　社　人件費減、物件費・減価償却費増

 8,231  8,338 106 101.3 　　子会社　売上原価等の増

   

 1,181  1,219 37 103.2

△ 263 △ 239  24 90.7

 917  980 62 106.8

△ 49 △ 87 △ 38

 868  892  24 102.8

＜1.20＞ ＜1.17＞  

 496  521  24 105.0

（注）<　 > は、連単倍率を示しております。

四 半 期 純 利 益

営 業 収 益

営 業 費 用

営 業 利 益

営 業 外 損 益

経 常 利 益

特 別 損 益

税引前四半期純利益

第３四半期
科　　　目 備　　　　考

対　前　年

増 減 比 率

平成18年度

第３四半期

平成19年度

平成 19年度 第３四半期決算について
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２. セグメント別実績              

 

(1) 運輸業 （当社、西日本ｼﾞｪｲｱｰﾙﾊﾞｽ㈱、中国ｼﾞｪｲｱｰﾙﾊﾞｽ㈱、嵯峨野観光鉄道㈱） 

 
 
・増収増益。当社の運輸収入が増収となったことなどにより増収増益。 

 

 

(2) 流通業 （㈱ｼﾞｪｲｱｰﾙ西日本ﾃﾞｲﾘｰｻｰﾋﾞｽﾈｯﾄ、㈱ｼﾞｪｲｱｰﾙ西日本伊勢丹 他８社） 

 
 

・増収減益。百貨店業、物販飲食業の売上増で増収となったものの、店舗の開業・廃止等に伴う経費増に

より減益。 

 

 

(3) 不動産業 （大阪ﾀｰﾐﾅﾙﾋﾞﾙ㈱、京都駅ﾋﾞﾙ開発㈱、ｼﾞｪｲｱｰﾙ西日本不動産開発㈱ 他 17社） 

 
 
・増収増益。分譲増等で不動産販売賃貸業が増収、ｼｮｯﾋﾟﾝｸﾞｾﾝﾀｰ業も増収となったことにより増収増益。 

 

 

(4) その他事業 （㈱ｼﾞｪｲｱｰﾙ西日本ﾎﾃﾙ開発、㈱日本旅行、㈱ｼﾞｪｲｱｰﾙ西日本ﾃｸﾉｽ 他 30社） 

 
 

・増収減益。国内･海外旅行の減により旅行業が減収減益となったものの、自動改札機設置工事の増などに
よる工事業の増収があり増収減益。 

             

 
 
 
 
 
 

 

（単位：億円、％）

比 率

営　業　収　益 1,947 1,972 25 101.3 工事業増

営　業　利　益 52 42 △ 9 82.1

増 減
備　　 考

平成18年度
第３四半期

平成19年度
第３四半期

対　前　年

（単位：億円、％）

比 率

営　業　収　益 561 631 69 112.4 不動産販売賃貸業増

営　業　利　益 163 185  22 113.5

増 減
備　　 考

平成18年度
第３四半期

平成19年度
第３四半期

対　前　年

（単位：億円、％）

比 率

営　業　収　益 1,861 1,909 48 102.6 百貨店業増

営　業　利　益 48 44 △ 3 91.9

増 減
備　　 考

平成18年度
第３四半期

平成19年度
第３四半期

対　前　年

（単位：億円、％）

比 率

営　業　収　益 6,483 6,588 105 101.6 鉄道業　運輸収入の増

営　業　利　益 909 942  32 103.6

増 減
備　　 考

平成18年度
第３四半期

平成19年度
第３四半期

対　前　年
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３. 連結貸借対照表 

  
・総資産は、設備投資による資産取得や建設仮勘定の増等があるものの、減価償却制度の変更も含めた減

価償却による減、未払金の減少等による現預金の減などで対前期末45億円減の2兆 3,971億円。 

 
 

４. 連結キャッシュ・フロー計算書 

 

 

 

（単位：億円）

2,261 2,014 △ 246 現金及び預金 △ 232 
 

21,754 21,956  201

19,290 19,312  21 1,133 
 資産減 △ 1,111 

662 724  61

1,801 1,919  118 147 
 出資株式等 △  27 

24,016 23,971 △ 45
 

5,287 5,221 △ 66

859 1,231  371

4,428 3,990 △ 438 未払金 △ 691 
 前受金 326 

12,350 12,088 △ 262

9,008 8,422 △ 586

3,341 3,665  323
 

17,638 17,309 △ 328

5,983 6,284  301

1,000 1,000  －

550 550  －

4,436 4,838  401 四半期純利益 521      
 配当 △ 120 

△　 3 △ 103 △ 100

 92 63 △ 28

 303 313  9
 

6,378 6,661  283
 

24,016 23,971 △ 45負 債 ・ 純 資 産 計

資産増

繰延税金資産投 資 そ の 他 の 資 産

有 形 固 定 資 産 等

資 本 金

資 本 剰 余 金

純 資 産 計

少 数 株 主 持 分

１年以内長期借入金等

備      考科               目

建 設 仮 勘 定

増  減
平 成 18 年 度

固 定 資 産

期 末

流 動 資 産

平 成 19 年 度

第３四半期末

社 債・ 長期 借入 金等

評 価 ・ 換 算 差 額 等

利 益 剰 余 金

株 主 資 本

負 債 計

そ の 他 の 固 定 負 債

自 己 株 式

資 産 計

固 定 負 債

流 動 負 債

未 払 金 等

長期債務残高

18年度末 19年度第3 増減

当　社 9,510 9,429 △ 81

子会社 357 224 △132

合　計 9,867 9,653 △214

（単位：億円）　

営　業　活　動 1,181 1,308 126  税引前四半期純利益

投　資　活　動 △ 793 △ 1,123 △ 330  設備投資

フリー・キャッシュ・フロー 388 184 △ 204

財　務　活　動 △ 410 △ 416 △ 6  自己株式の取得

現金及び現金同等物の増減 △ 22 △ 232 △ 210

現金及び現金同等物の四半期末残高  532  343 △ 188

備　　 考
【19年度の主な内訳】

平成18年度

第３四半期

平成19年度

第３四半期
増 減
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５．設備投資 

 

 

６. 業績予想 

 

【連結損益計算書】  

 
 

・営業収益、営業利益及び経常利益は、平成19年 10月 30日発表の業績予想値から変更なし。 

・特別損失において、子会社で未引換の旅行券に対する引当金を計上したことにより、当期純利益を13

億円下方修正。 

 

【セグメント別】 

 

（単位：億円、％）

比 率

＜1.46＞ ＜1.47＞

[12,890]  　当　社　運輸収入の増

12,629 12,890  260 102.1 　子会社　不動産販売賃貸業、百貨店業増

 

 　当　社　人件費減、物件費・減価償却費増

11,275 11,528  252 102.2 　子会社　売上原価等の増

[ 1,362]  

1,353 1,362  8 100.6

△ 311 △ 302  9 96.8

[ 1,060]

1,041 1,060 18 101.8

△ 32 △ 104 △ 71

1,008 956 △ 52 94.8
＜1.27＞ ＜1.27＞

[   558]
567 545 △ 22 96.0

（注）１．[　 ] は、平成19年10月30日発表の業績予想値を示しております。

　　　２．<　 > は、連単倍率を示しております。

平成19年度

業 績 予 想
備　　　考

対　前　年

増 減

平成18年度

実　　　績　

営 業 外 損 益

科　　　目

営 業 費 用

営 業 収 益

営 業 利 益

当 期 純 利 益

税引前当期純利益

特 別 損 益

経 常 利 益

（単位：億円、％）

比 率

営業収益 　 8,649  8,756  106 101.2  鉄道業　運輸収入の増

営業利益 　 972  969 △ 3 99.6

営業収益 　 2,521  2,578  56 102.2  百貨店業、物販飲食業増

営業利益 　 50  53 2 104.9

営業収益 　 760  894 133 117.6 不動産販売賃貸業、ｼｮｯﾋﾟﾝｸﾞｾﾝﾀｰ業増

営業利益 　 212  237 24 111.7

営業収益 　 3,003  2,991 △ 12 99.6 旅行業減

営業利益 　 125  112 △ 13 89.5

（注）セグメントの業績予想については、平成19年10月30日発表の業績予想値から変更しておりません。

備          考
実 績 業 績 予 想

科      目
平成18年度

増 減

対　前　年平成19年度

運 輸 業

流 通 業

不動産業

そ の 他
事  　業

（単位：億円、％）

880 1,178 298 133.9

自　己　資　金 695 1,028 332 147.8 1,900

負　　担　　金 184 150 △  34 81.4

 設　備　投　資

平成18年度
第３四半期

平成19年度
第３四半期

対　前　年
通期計画

増 減 比 率
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単体決算 

１. 損益計算書 

 

 

・営業収益は４期連続の増収。 

・営業利益、経常利益は２期ぶりの増益、四半期純利益は３期ぶりの増益（増収増益）。 

 

（単位：億円、％）

6,485 6,597 111 101.7

運 輸 収 入 5,790 5,895 105 101.8  鉄道 104（5,787→5,892）、船舶  0（2.9→3.1）

運 輸 附 帯 収 入 166 164 △ 1 99.0

関 連 事 業 収 入 135 147 11 108.5

そ の 他 収 入 391 388 △ 3 99.2

5,489 5,563 74 101.4

人 件 費 2,052 2,027 △ 25 98.8  12/31在籍社員数減 △276人（29,199→28,923人）

物 件 費 2,318 2,327 9 100.4  動力費　△ 0（  255→　255）

 修繕費　△14（  978→　963）

 業務費　　24（1,084→1,108）

線 路 使 用 料 等 185 185 △ 0 99.7

租 税 公 課 242 241 △ 1 99.5

減 価 償 却 費 689 782 92 113.4  減価償却制度変更・設備投資増 等

995 1,033 37 103.8

△ 258 △ 246 12 95.1

営 業 外 収 益 17 21 4 133.9

営 業 外 費 用 276 268 △ 8 96.8  支払利息減

736 787 50 106.8

△ 41 △ 49 △ 8 148.9

特 別 利 益 171 132 △ 38 98.9  工事負担金等受入額 等

特 別 損 失 212 181 △ 30 110.5  工事負担金等圧縮損 等

695 737 42 106.1  当期：環境安全対策引当金計上 等

280 293 12 101.4

414 444 29 107.2

（注）［　］は、H19.7.30時点の業績予想値（H19.4.27発表に同じ）を示しております。

科　　　目
平成18年度
第３四半期

備　　　　考
平成19年度
第３四半期

対　前　年

増 減 比 率

四 半 期 純 利 益

営 業 収 益

営 業 費 用

営 業 利 益

営 業 外 損 益

経 常 利 益

特 別 損 益

税引前四半期純利益

法 人 税 等

[4,310]

[ 640]

[ 470]

[ 270]

【鉄道旅客輸送量・鉄道旅客運輸収入の対前年比較】  （単位：百万人㌔、億円、％）

定 期 493 512  19 103.9 62 64  2 103.6

定 期 外 11,048 11,594  545 104.9 2,438 2,539  101 104.2

合 計 11,542 12,107  565 104.9 2,500 2,604  104 104.2

定 期 17,617 17,640  23 100.1 1,086 1,088  2 100.2

定 期 外 11,555 11,658 103 100.9 2,201 2,199 △ 1 99.9

合 計 29,172 29,299  127 100.4 3,287 3,288  0 100.0

定 期 14,204 14,241  36 100.3 876 878  2 100.3

定 期 外 7,650 7,728  77 101.0 1,405 1,405  0 100.0

合 計 21,855 21,969  114 100.5 2,281 2,284  2 100.1

定 期 3,412 3,399 △ 12 99.6 209 209 △ 0 99.9

定 期 外 3,904 3,930  26 100.7 796 794 △ 1 99.8

合 計 7,317 7,330  13 100.2 1,005 1,004 △ 1 99.8

定 期 18,110 18,153  43 100.2 1,148 1,153  4 100.4

定 期 外 22,604 23,253  649 102.9 4,639 4,739  100 102.2

合 計 40,714 41,407  692 101.7 5,787 5,892  104 101.8

全社計

輸　　送　　人　　キ　　ロ

項　　　目

在来線

京阪神

その他

新幹線

平成19年度
第３四半期 増 減

平成18年度
第３四半期

平成19年度
第３四半期

対  前  年

運　　　輸　　　収　　　入

比 率 比 率増 減

対  前  年 平成18年度
第３四半期
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(1) 営業収益    6,597 億円 （対前年 ＋111億円 101.7％）  [４期連続の増収] 

  ① 運輸収入    5,895 億円  （対前年 ＋105億円 101.8％）   

・上半期におけるわが国経済が順調に推移したことに加え、平成19年７月に新型車両Ｎ700系の投入

をはじめとするダイヤ改正を実施したことや、エクスプレス予約による利便性の向上などにより、

新幹線は104億円増の2,604億円となった。 

一方、在来線においては、京阪神以外のエリアは微減となったものの、京阪神で微増となったこと

から、ほぼ前年並みの3,288億円となった。 

② その他の収入   701億円 （対前年  ＋ 6億円 101.0％） 

・Ｊ－ＷＥＳＴカードのご利用増や不動産賃貸収入の増等により関連事業収入が増加。 

 

(2) 営業費用    5,563 億円 （対前年 ＋ 74億円 101.4％） 

・人件費は、在籍社員数減等により25億円減の2,027億円。 

・修繕費は、工事規模や竣工時期の相違等により14億円減の963億円。 

・業務費は、システム関連経費の増や技術系社員の制服新調等により24億円増の1,108億円。 

・減価償却費は、減価償却制度の変更(※)や設備投資の増により92億円増の782億円。 

 

 ※法人税法の改正に伴い、平成19年４月１日以後取得した有形固定資産については改正後の法人税

法に基づく定率法に変更し、平成19年３月31日以前に取得したもののうち償却可能額まで償却

が終了しているものについては、残存簿価を５年間で均等償却。これらによる影響額は 61 億円 

（うち既存資産の残存簿価の５年間均等償却額は50億円）。 

 

 

(3) 営業利益    1,033 億円 （対前年 ＋ 37億円  103.8％） [２期ぶりの増益] 

・営業費用の増を上回る営業収益の増により37億円の増益。 

 

(4) 営業外損益   △ 246億円 （対前年 ＋ 12億円  95.1％）  

・営業外収益は、受取利息の増等により４億円増の21億円。 

・営業外費用は、長期債務が減少したことや平均金利の低下による支払利息の減等により８億円減の

268億円。 

 

(5) 経常利益      787 億円 （対前年 ＋ 50億円 106.8％） [２期ぶりの増益] 

 

(6) 特別損益     △  49億円  （対前年  △ 8億円） 

・特別利益は、工事負担金等受入額の減等により38億円減の132億円。 

・特別損失は、環境安全対策引当金(※)の計上による増があるものの、工事負担金等圧縮損の減等に

より30億円減の181億円。 

 

※大阪駅改良工事において土壌汚染が判明したことにより、土壌汚染処理費用44億円を計上。 

 

 

(7) 四半期純利益   444億円 （対前年 ＋ 29億円  107.2％） [３期ぶりの増益] 
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２. 貸借対照表  

 

(1) 資産の部 2兆 1,395億円 （対前期末  △ 123億円） 

・流動資産は、大阪外環状線建設工事の受託工事代金などの回収による未収金の減等により300億円

の減少。 

・固定資産は、減価償却制度の変更も含めた減価償却による減等があるものの、設備投資による資産

取得や建設仮勘定の増等により177億円の増加。 

(2) 負債の部 1兆 5,861億円 （対前期末  △ 324億円） 

・流動負債は、１年以内に返済する長期債務の増や奈良駅高架化工事、嵯峨野線複線化工事等に伴う

前受金の増があるものの、耐震補強工事等の工事代金を支払ったことによる未払金の減等により35

億円の減少。 

・固定負債は、大阪駅改良工事に伴う環境安全対策引当金（44億円）を計上したことなどによる増が

あるものの、１年超の長期債務の減により288億円の減少。 

(3) 純資産の部   5,534 億円 （対前期末  ＋ 201億円） 

・株主資本は、配当や自己株式の取得を実施したことによる減があるものの、四半期純利益を444億

円計上したことから、224億円の増加。 

・評価・換算差額等は、23億円の減少。  

 

 

（単位：億円）

1,437 1,137 △ 300 現金及び預金 △ 216 
未収金 △ 158 

20,081 20,258  177

16,819 16,809 △ 9 926 
資産減 △ 935 

612 697  84

2,649 2,751  102 135 
出資株式等 △  32 

21,518 21,395 △ 123

5,056 5,020 △ 35

717 1,205  488

4,339 3,815 △ 523 未払金 △ 882 
前受金 318 

11,129 10,840 △ 288

8,793 8,224 △ 569

2,335 2,616  280

16,185 15,861 △ 324

5,253 5,477  224

1,000 1,000 －

550 550 －

3,703 4,027  324 四半期純利益 444       
配当 △ 120 

－ △　99 △ 99

 80 56 △ 23

5,333 5,534  201

21,518 21,395 △ 123

固 定 負 債

資 産 計

１年以内長期借入金等

未 払 金 等

社 債・ 長期 借入 金等

備      考科               目

建 設 仮 勘 定

増  減
平 成 18 年 度

固 定 資 産

流 動 負 債

期 末

流 動 資 産

評 価 ・ 換 算 差 額 等

利 益 剰 余 金

自 己 株 式

そ の 他 の 固 定 負 債

株 主 資 本

負 債 計

平 成 19 年 度

第３四半期末

負 債 ・ 純 資 産 計

資産増

繰延税金資産投 資 そ の 他 の 資 産

鉄 道事 業等 固定 資産

資 本 金

資 本 剰 余 金

純 資 産 計

長期債務残高

18年度末 19年度第3 増減

9,510 9,429 △ 81



 ８

 

３．設備投資 

 
 

  主な設備投資件名 

新造車両（Ｎ700系、223系）、岡山・広島地区自動改札機導入、大阪駅改良工事等 

 

 

４．業績予想 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（単位：億円、％）

8,658 8,775 116 101.4

1,089 1,090 0 100.0

776 785 8 101.0

446 430 △ 16 96.2

（注）単体の業績予想については、平成19年10月30日発表の業績予想値から変更しておりません。

営 業 収 益

実 績

当 期 純 利 益

経 常 利 益

営 業 利 益

業 績 予 想 比 率

対　前　年

増 減
科　　　目

平成18年度 平成19年度

（単位：億円、％）

680 1,000 319 147.0

自　己　資　金 495 849 354 171.4 1,600

（再掲：安全関連投資） ( 342 ) ( 532 ) ( 190 ) ( 155.7 ) ( 930 )

負　　担　　金 184 150 △  34 81.4

 設　備　投　資

平成18年度
第３四半期

平成19年度
第３四半期

通期計画
比 率

対　前　年

増 減
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